
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報道によると、岸田首相は10月14日に衆院を解散し、衆院

選を 19日公示、31日投開票で実施する意向を示しました。 

これまで 26 日公示、11 月７日投開票の日程が検討されて

いましたが、１週間前倒しした形で、コロナ感染拡大が落ち着き

新政権への期待が高いうちに選挙に踏み切る判断をしたもの

とみられます（毎日新聞 10月５日朝刊より引用）。 

次回の衆院選では、コロナ対策はもとより、格差拡大の是正

や、雇用や生活への不安を解消し、平和で安心して働き、暮ら

すことのできる社会の実現を求めていかなくてはなりません。 

政治は私たちの仕事や生活に直結し、決して無関係ではあり

ません。討議資料の読み合わせを行い、私たちの将来について

一人一人が真剣に考え具体的に行動しましょう！ 


